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4月面 積 39.99km
2

＋ 238人人 口

＋ 14人

245,744人 ＋ 140人

前月比(±)

487,846人

(平成26年3月1日現在)

245,059世帯

＋ 27人

世帯と人口

＋ 40世帯世 帯

女

※平成24年7／9から外国人も住民基本
台帳法の適用となりました

9,832人男外
国
人

住
民
数

(
内
数
)

＋ 98人242,102人男住
民
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本

台
帳
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11,599人女
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込
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HP

江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から3日かけて
郵便ポストへお届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更
を希望される場合は、全戸配布コールセンター（平日および
配布日の9：00〜19：00）☎3950-3070へ

読み終わった区報は
古紙回収へ
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︶
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︵
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︵
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男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
︑
自

分
の
生
き
方
や
家
族
︑
地
域
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
学
び
︑
考
え
︑
実
践

へ
と
つ
な
げ
る
学
習
講
座
で
す
︒
自

分
の
生
活
︵
子
育
て
や
家
庭
バ
ラ
ン

ス
等
︶
に
焦
点
を
あ
て
︑
自
分
ら
し

い
生
き
方
を
探
し
︑
よ
り
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
き
っ
か
け
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
︒
詳
細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
窓
口
で
配
布
す
る
募
集

案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

公
開
講
座
で
は
︑
女
優
・
タ
レ
ン
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の
菊
池
桃
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
︑

よ
り
良
い
人
生
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歩
む
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
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お
話
い
た
だ
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す
︒
パ
ル
カ
レ
ッ
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受
講
生
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優

先
的
に
受
講
で
き
ま
す
︒
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︑
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︑
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�
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︶
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�
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区
立
中
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︑
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区
立
小
学
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44

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
卒
業

生
は
︑
中
学
生
が
�
︑
�


�
人
︑
小

学
生
が
�
︑
�
�
�
人
で
︑
式
典
で

は
校
長
先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒

第
二
南
砂
中
学
校
で
は
︑
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
や
保
護
者
︑
在
校
生
︑

来
賓
の
方
に
見
守
ら
れ
︑

人
が
卒

80

業
を
迎
え
ま
し
た
︒
式
典
は
厳
か
に

進
み
︑
卒
業
生
は
�
年
間
の
思
い
や

感
謝
の
気
持
ち
を
歌
声
に
し
て
︑
通

い
慣
れ
た
校
舎
に
力
強
く
響
か
せ
ま

し
た
︒

卒
業
生
の
皆
さ
ん
︑
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま

す
︵
小
・
中
学
校
の
卒
業
者
数
は
見

込
み
の
数
で
す
︶
︒

防
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
と
︑

早
期
発
見
の
た
め
の
検
診
の

重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も

に
︑
命
の
大
切
さ
を
考
え
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
︒

授
業
は
︑
初
め
に
よ
し
も

と
劇
団
に
よ
る
寸
劇
と
ク
イ

ズ
に
︑
医
師
や
栄
養
士
が
解

説
を
加
え
︑
が
ん
の
仕
組
み

や
発
見
・
治
療
が
分
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
︒

次
に
︑
乳
が
ん
を
経
験
し
︑

現
在
は
が
ん
患
者
の
自
立
を

支
援
す
る
会
社
の
代
表
で
あ

る
桜
井
な
お
み
さ
ん
が
︑
自

ら
の
体
験
談
を
話
す
と
︑
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
︒
桜
井
さ
ん
は
﹁
一
生

懸
命
生
き
て
く
だ
さ
い
﹂
と

語
り
か
け
︑
命
や
家
族
の
大

�
月
�
・
�
日
に
保
健
所

が
主
催
す
る
が
ん
教
育
出
前

授
業
が
開
催
さ
れ
︑
�
日
は

深
川
第
五
中
学
校
の
全
校
生

徒
と
保
護
者
約


�
�
人
︑

�
日
は
深
川
北
部
の
小
学
校

�
校
︵
深
川
・
八
名
川
・
川

南
・
扇
橋
・
元
加
賀
・
毛
利

・
東
川
︶
の
児
童
と
保
護
者

約
	
�
�
人
が
﹁
が
ん
﹂
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
︒

こ
の
授
業
は
︑
が
ん
を
予

切
さ
を
伝
え
ま
し
た
︒

▲時折笑いも交えながら、がんの仕組み等を
解説

▲「本当に大切なものは何か」
と問いかける桜井さん

▲保護者や来賓の前で一人一人に卒業証書を手渡し

▲ルールを無視した運転は思わぬ事故に(写真はスタントマンによる再現)

新入学シーズンを迎え、こども
にとってはなれない道を通う生活
がはじまります。本運動では｢こ
どもと高齢者の交通事故防止｣を
運動の基本とし、以下の4つの重
点を定めています。
○自転車の安全利用の推進(特に、
自転車安全利用五則の周知徹
底)
○全ての座席のシートベルトとチ
ャイルドシートの正しい着用の
徹底
○飲酒運転の根絶
○二輪車の交通事故防止
期間中の4／10(木)は｢交通事故
死ゼロを目指す日｣です。大切な
お子さんを交通事故から守るため
にも、ご家庭や地域で交通のルー
ルやマナーを確認しましょう。ま
た、自転車も車両の一種です。加
害者になった場合高額の損害賠償
を請求されることもあります(賠
償例：平成25年神戸地裁当時小学5
年の少年の保護者に対し約9,500

万円の賠償命令)。ルール・マナー
を守るとともに、万が一の場合に
備え自転車の保険に加入しましょ
う。

▢問 交通対策課交通係☎3647-
4784、深川警察署交通総務係☎

3641-0110、城東警察署交通総務
係☎3699-0110、東京湾岸警察署
交通総務係☎3570-0110

▲講座を通じ、自分らしい生き方を発見

▲菊池桃子さん

自転車安全利用五則
1．自転車は、車道が原則、歩道は
例外

2．車道と路側帯は左側を通行
3．歩道は歩行者優先で、車道寄
りを徐行

4．安全ルールを守る(飲酒運転・
二人乗り・並進・傘差し運転・
運転中の携帯電話使用等の禁
止、夜間はライトを点灯、交差
点での信号遵守と一時停止・
安全確認)

5．自転車乗車中はヘルメットを
着用


